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平成 27 年 12 月 22 日 

 

広島大学理事（教育・平和担当） 坂越 正樹 殿 

広島大学附属学校園長 各位 

                           

広島大学附属学校園評価委員会 

 

 

平成２７年度附属学校園の評価に関わる総括提言 

 

 

 当委員会は，平成２３年度以来，今年度で５年目の活動を進めてきている。本年度

は６月から会合をもち，その会合は８回を数えた。本年度の調査では，各附属学校園

が昨年度までに指摘された事項及び昨年度の評価（総括提言・講評）に基づいて進め

ている改善とその進捗状況，第二期中期計画期間の成果，附属学校教員の勤務時間管

理，校長のリーダーシップによる予算執行，校園内の危機管理とともに，使命を含ん

だ各学校園の改革や新たな目標の設定，校園長のリーダーシップ，子どもへの目配り

の仕方に関して，聞き取り調査を行い，表簿の提出による監査も実施した。  

各学校園から，昨年度以来の改善・改革点，その経過と結果，勤務・財務状況の報

告を受けるとともに，改善･改革の具体を聴取し，別紙により各学校園への調査報告書

を提示した。 

本総括提言は，学校運営・経営，校園長・副校園長のリーダーシップ，学校づくり，

カリキュラム，教育研究，施設・設備，保護者・地域社会との関係，財務状況，情報

発信・広報，職務時間･健康管理，表簿の設置，また上級学校，広島大学や各学部・研

究科との関係などの項目に関して，各学校園，大学本部及び附属学校支援グループ，

各学部・研究科への更なる改善点と要望を取りまとめたものである。  

 

Ⅰ 各学校園の改善状況（総括）  

 各学校園とも，昨年度から今年度にかけて，総括提言や各学校園の講評に基づき，

学校運営・経営，校園長・副校園長のリーダーシップ，学校づくり・カリキュラム，

教育研究，保護者・地域社会との関係，また，広島大学や各学部・研究科との関係な

どに関して，改善が認められた。 

 特に， 

１）各学校園とも，校園長のリーダーシップの下，改善･改革の必要が意識され，そ

の実行がなされている。本年度からは，調査報告書の講評点に関し，1 ケ月を目処に，

具体的な改善･改革案を提示するように依頼し，各学校園は改善･改革を迅速に対応

し着手している。 

２）各学校園とも，グローバル化や，学校体制づくりに積極的に取り組んでいる。 

３）各学校園とも研究開発校等に応募・申請し，ほとんどの学校園が採択され，研
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究推進に取り組んでいる。 

４）各学校園において学校関係者評価，生徒，保護者などのアンケート（データ，

エビデンス）に基づく自己評価・点検を進めている。 

５）各学校園とも教職員の意識統一を図り，チームとして取り組む姿勢が見えてき

ている。 

６）HP の迅速な情報提供，英語版学校要覧の作成など，これまでの活動の迅速化，

新たな取り組みの推進を行っているところが見受けられた。  

７）表簿とともに，規則集を設置している学校園もあり，管理・運営の原則を提示

し，教職員の円滑な活動を準備している。 

しかし，いくつかの点において十分とは言えないこともあり，更なる改善を要する。

Ⅱの次の点は，多くの学校園に見受けられるもので，改善を要する点である。その一

方で，それぞれの学校園の改革・改善に関して，他校園においても参考になると判断

できる取り組みもあり，それらは附属学校園間で積極的に共有し，活用することが望

まれる。 

 

Ⅱ 各学校園に更なる改善を願う点  

 本年度の各学校園の調査を通して，本委員会が痛感し，早急に改善すべきことは，

戦略的経営の確立とその実行，教職員の研修体制の充実である。まずはこの２点の課

題を改善点として指摘したい。  

１：戦略的経営の確立とその実行  

 ①各附属学校園はそれぞれの学校園の歴史的背景の下，各々独自な使命や目標を持

ち，活発に教育・研究活動を進めてきている。しかし，その独自色は，２０世紀

に作られた過去に依存したものであったり，繰り返し進めてきた一般的なもので

あったりするものもある。２１世紀の今，求められている新しいものに作り変え，

現代的な課題に応えるものである必要がある。 

 ②各学校園では，校訓，学校教育目標，中期教育計画など，求められている計画を

策定している。しかし，現在必要としているものは，要求されていることだけで

はない。各学校園が独自に，２１世紀の半ばを見据えて，長期，中期の学校園の

教育戦略を立案し，その実現のための実行計画を示し，教職員がその教育戦略や

実行計画，また，実行と達成の方法と手順を共有し，協働による遂行を図ってほ

しい。 

 ③そのためにも，校園長・副校園長はリーダーシップを発揮し，学校，カリキュラ

ム，財務に関わるマネージメントに努め，人材や資源を戦略的，重点的に投入し

て，各段階・年度の目標を実現し，戦略の達成を図って，各学校園の価値と特色

を高めていただきたい。 

２：教職員の研修体制の充実  

 ①各学校園には既に研修体制があり，教職員全員による学校づくりを図っているこ

とと理解している。しかしながら，その研修体制は従来型，もしくはルーティン

的である。現在求められている研修は，教職員が学校園の目標や計画を共有し，
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その達成に協力するものに変更し，全教職員が各学校園に対して，チーム学校と

呼ばれるような，協働体制を作ることである。  

 ②研修としては，学校園の経営，カリキュラムのマネージメント，授業研究，共同

研究や研究会など，多面的である。各学校園では，研修も学校園の戦略に基づき，

重点化し，目標達成に結び付けていただきたい。  

 ③研修体制の構築や遂行を図る中で，各学校園は各種連携を進めていただきたい。

教職員間の連携，保護者・地域社会との連携，幼・小・中・高・大の連携，附属

間，大学や研究科・学部との連携である。  

 ④また，特に人事交流が進んでいる学校園では，研修体制を通じて，人材育成を図

り，若手育成，ミドル・リーダー育成を進めていただきたい。  

このほかにも改善していただきたいことを挙げておきたい。  
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②表簿の意図するところに従い，各種表簿の適切な記録と取り扱いを進めていただ

きたい。附属学校支援グループ（評価委員会）より各表簿の標準的なタイプを提

示したので，それに準じて各学校園で必要な記録を整えていただきたい。  

 ③また，規則集の作成などにより，その学校園の教育遂行の基本規則が一覧できる

ようにしておくことも，
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ループにおいて，支援し，新任教員対象の事前教育体制を構築し実施していただ

きたい。  

２）幼稚園教育実習においても，小学校，中・高等学校教育実習と同様，事前の

観察実習などを導入していただきたい。  

 

Ⅳ 総括提言の公開について  

平成２８年２月開催の拡大校長会議にて委員長から校園長，副校園長に説明し

た後に公開する。  

 

 

           広島大学附属学校評価委員会  

            委員長  池野 範男（教育学研究科教授）  

            副委員長  井上 京子（附属学校再編計画室長）  

委 員  佐々木哲夫（教育学研究科准教授）  

同   地藏堂   聡（附属学校支援グループリーダー）  

同   西本 正頼（教育学研究科准教授）  

同   松浦 伸和（副理事（附属学校・教員養成担当）・ 

教育学研究科教授） 

              同   松岡 誠治（広島県教育委員会学校経営支援課長） 

 


